
 

                 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 2300 万年前より以前、日
本列島が大陸にあった地史
が分かる貴重な植物「ダルマ
ギク」の植苗を、今年も牧崎
風の公園の一角で、地域の子
どもたちと一緒に実施しま
した。今後も地域と連携し、
角島の自然を守っていきた
いと思います。 

問 6 今日の講座について…？ 
 〇 火が起きた時に、子どもたちが嬉しそうで、とても貴重な体験ができました。（３０代、女） 
 〇 ていねいに飽きずに押していただいたおかげで、火が起こせて良かったです。天気で焼き芋ができ

ず、残念でした。（40 代、女） 
 〇 雨天で最後までできなかったのが残念でしたが、火を起こす大変さを体感できてよかったです。火を

起こす道具もいろいろあることがわかりました。（40 代、男） 
 ○ 火起こしの後、何秒かや一番燃えやすい穴まで教えてくださり、とてもよく、どこでも生き抜ける感

じがしました。（小５、男） 
 〇 はじめて火をおこしました。つかうどうぐがいろいろありました。ぜんぶやってみたいです。とても

つかれました。とてもたのしかったです。（小３、男） 
 〇 うでがちょっといたくなったけれど、火がつけれてうれしかったです。（小３、女） 

〇 ひおこしでひをおこすのがとてもたいへんでした。（小１、男） 
 
問 7 今後の講座で… 
 〇 海の生き物を採取・観察。貝の採取・観察。（40 代、女） 
 〇 土器を作ってみたいです。火打ち石で火を起こしてみたいです。（４０代、女） 
 〇 化石のレプリカづくり。（小２、男） 
 〇 縄文土器など、土器を作ってみたいです。（小５、男） 
 〇 昆虫採集。（小３、男） 
 〇 かいあつめです。（小３、女） 
 〇 かいあつめ。（小１、男） 

問２ 講座の全体的な企画は…？ 

問１ あなたの年代、性別は…？ 

問４ 講義について…？ 
問５ 火起こし体験… 

 
 
 村人たちは、だれ言うとなくお夏、清十郎の恋物語を思い出し、 
「あれに見ゆるはおつぎさんじゃないか」と言うようになった。 
「手まりと手まりがいきおうて、一つの手まりの言う事にゃ、わしに姉さん三人
ござる、一人姉さんたいこ屋でござる。中の姉さんつづみ屋でござる、末の姉さ
ん糸屋でござる、糸屋一番伊達物でござる、京で帯買い大阪で絎（くけ）て、絎
けた折目に七房さげて、それを花見に結んで出たら、花の吉吾さんに抱きしめら
れて、帯はちぎれる着物はさける、帯が切れたらわしが買うてまどう（弁償）」 
「梅にうぐいす 吉原すずめ 羽ケ矢そろえて ばっと立つ そら千ついた 
そら万ついた丁度百ついた」と機嫌の良いときには、手まり歌を歌って歩いた。 
 髪はざんばら、着物はあらめ（荒布）のようなどんだ（野良着）を着て、昔の
おつぎさんの面影はなかった。 
 村中の人はおつぎ狂乱といって、哀れんだ。そんな日が続いたある日、おつぎ
の水死体が磯に流れ着いた。 
 尾山の人たちはあまりにも悲しい出来事に、岩の上の山におつぎを手厚くほう
むった。 
 どうして海に入ったか、村の人はだれも知っている者はなかった。おつぎが毎
日海を眺めた岩を「おつぎが岩」と言い伝えている。 

（ふるさと豊北の伝説と昔話第一集より） 

（後半）
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問３ 日程はいかがでしたか？  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  地域を巡る遠足で豊北小学校の５年生が「つのしま自然館」を訪れます。角島大橋を歩き、地域

の人、自然や名所、生活に触れながら島内を歩きます。自然館では準絶滅危惧種のダルマギクの説

明をしました。後日の感想で、２人の児童が「興味がわいてダルマギクの植苗にも行きました。こ

れからもこういう機会があったら参加したいと思います。」とありました。遠足当日、ワイワイと元

気に砂浜で騒いでいた子どもたちを思い出し、外で遊ばなくなった等と言われている子どもたちが、

本当のところは自然が大好きだということに気づかされ、自然環境保護についての関心が確実に伝

わっていることを感じました。                       館長 広瀬  徹 

 


